
全
員
が
走
る
。
徒
競
走
よ
り
注
目
度
が

高
い
。
皆
必
死
に
走
る
。
応
援
に
も
力

が
籠
る
。
自
然
と
手
に
も
汗
を
か
く
。

最
後
の
走
者
が
テ
ー
プ
を
切
る
。
勝
利

し
た
組
か
ら
歓
声
が
沸
く
。
毎
年
の
こ

と
だ
が
感
動
す
る
。
こ
れ
ぞ
運
動
会
だ
。

今
年
の
運
動
会
は
エ
ー
ル
交
換
で
始

ま
り
、
中
間
と
最
後
に
応
援
合
戦
が
組

み
込
ま
れ
て
い
た
。
元
気
溌
剌
、
精
一

杯
の
声
を
張
り
上
げ
、
身
体
全
体
で
応

援
す
る
姿
は
運
動
会
に
か
け
る
情
熱
そ

の
も
の
だ
。
底
知
れ
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
た
。

赤
組
の
リ
ー
ダ
ー
、

年
生
の
吉
田

3

陸
玖
君
、
千
田
健
君
は
「
こ
れ
ま
で
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
か
ら
思
い

っ
き
り
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
皆

で
力
を
合
わ
せ
精
一
杯
頑
張
る
こ
と
が

で
き
た
。
思
い
出
に
残
る
運
動
会
に
な

っ
た
」
と
充
実
感
・
達
成
感
に
満
ち
た

態
度
で
話
し
て
く
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

月

第
３
回
地
域
公
民
館
長
会
議

10

（
敬
老
会
の
総
括
）

第
２
回
町
民
文
化
祭
実
行
委

員
会

町
民
文
化
祭
（

～

日
）

29

30

月

ま
ち
づ
く
り
の
運
営
委
員
会

11

（
全
体
会
）

月

第
４
回
地
域
公
民
館
長
会
議

12

（
敬
老
会
決
算
に
つ
い
て
）

第
３
回
町
民
文
化
祭
実
行

委
員
会

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

ボ
ッ
チ
ャ
教
室(

月
～

月)

12

2

２
月

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

ひ
な
ま
つ
り

３
月

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

★
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
し
だ
い

で
中
止
・
延
期
も
あ
り
ま
す
。

★
感
謝
状
授
与

昨
年
度
を
も
っ
て
ご
勇
退
さ
れ

ま
し
た
末
崎
地
区
公
民
館
関
係
役
員

名
に
対
し
、
末
崎
地
区
公
民
館
か

4ら
感
謝
状
を
贈
り
し
ま
し
た
。

皆
様
、
地
域
の
融
和
と
発
展
に

大
変
ご
尽
力
な
さ
い
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
者

（
敬
称
省
略
）

神
坂
地
域
公
民
館
長

佐
々
木
元
夫

平
地
域
公
民
館
長

志
田
勉

梅
神
地
域
公
民
館
長

木
村
正
信

門
之
浜
地
域
公
民
館
長

小
松
進

★
末
崎
地
区
公
民
館
役
員

こ
の
た
び
役
員
改
選
に
よ
り
、

つ
ぎ
の
方
々
が
役
員
と
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

館

長

新
沼
眞
作

主

事

菅
野

一

書

記

金
野
一
郎

書

記

新
沼
美
佳

監

事

大
和
田
勇

監

事

武
田
英
和

★
末
崎
町
振
興
会
役
員

こ
の
た
び
役
員
改
選
に
よ
り
、

つ
ぎ
の
方
々
が
役
員
と
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

会

長

大
和
田
東
江

副

会

長

新
沼
眞
作

事
務
局
長

菅
野

一

事
務
局
員

金
野
一
郎

事
務
局
員

新
沼
美
佳

監

事

大
和
田
勇

監

事

武
田
英
和

管

理

人

山
本
玲
子

春
風
の
な
か
躍
動

末
崎
中
運
動
会

末
崎
中
学
校
（
校
長
佐
々
木
伸
一
）

は
、

日
、
さ
わ
や
か
な
春
風
薫
る

13

校
庭
で
大
運
動
会
を
開
催
し
た
。
全

校
生
徒

名
は
、
紅
白
に
分
か
れ
て

68

各
競
技
に
、
応
援
に
躍
動
し
た
。

競
技
は
、
女
子
徒
競
走
か
ら
始
ま

り
、
男
子
徒
競
走
と
続
く
。

年
生

1

か
ら

年
生
、

年
生
と
順
に
走
る
。

2

3

人
か
ら

人
が

組
と
な
り
、
順

4

5

1

位
が
付
け
ら
れ
得
点
に
な
る
仕
組
み

な
の
で
、
皆
、
真
剣
だ
、
自
分
の
力

を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
全
力
で
駆
け

抜
け
て
い
く
。
見
て
い
て
自
然
と
ガ

ン
バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
と
応
援
し
た
く

な
る
走
り
っ
ぷ
り
だ
。
保
護
者
か
ら

も
ガ
ン
バ
レ
ー
と
声
援
が
飛
ぶ
。

紅
白
に
分
か
れ
て
の
綱
引
き
も
手

に
汗
握
る
戦
い
で
あ
り
、
観
衆
を
惹

き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る
。
心
を
一
つ

に
し
て
戦
わ
な
い
と
勝
て
な
い
競
技

だ
。
ど
ち
ら
が
統
率
が
と
れ
て
い
る

か
い
な
か
如
実
に
表
れ
る
。
盛
り
上

が
る
競
技
の
一
つ
だ
。
そ
れ
だ
け
に

勝
者
の
歓
声
も
一
段
と
高
い
。

末
崎
中
学
校
伝
統
の
末
中
ソ
ー
ラ

ン
は
全
校
で
し
っ
か
り
練
習
し
た
だ

け
あ
っ
て
、
曲
に
あ
わ
せ
力
強
く
か

つ
躍
動
的
な
踊
り
を
披
露
し
て
く
れ

た
。
法
被
姿
も
凛
々
し
か
っ
た
。

競
技
の
最
後
を
飾
る
全
校
の
紅
白
リ
レ

ー
は
最
大
の
呼
び
物
。
一
人
ひ
と
り
が
一

区
間
を
走
り
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
。

 

8 虎舞について
4) なぜ、梯子にのぼるのか
平組はしご虎舞は、前述のように、神社への奉納、祭礼

の行列の先導、正月の悪魔祓い等が主な役割であります。
広田町根岬の梯子虎舞の伝承としては、『消息を絶った船

が、幾日まっても戻らなくて、あきらめていたある日、一
匹の斑の猫が樹の上で沖の方を眺めながら踊っていた。不
思議に思って、沖のほうを眺めたら、遭難したと思った船
が無事に帰ってきた。この樹上で踊っていた猫に感謝の意
をこめて、梯子虎舞が生れた。』となっています。
千葉県、鹿野山梯子獅子では、『昔、四国から持ってきた

もので、当地の獅子は雄獅子で、四国にいる雌獅子を恋い
慕って梯子で踊るのだ』と伝わっています。このような理
由になっていますが、私はつぎのように考えたところです。
日本の神々は、姿かたちがなく、また、神社の社殿にい

つもいるのでもなく、いつもは山や天にいて、呼ばれたと
きに一時的に降りてくるという考え方であります。そのた
め、神事には最初に宮司が神降ろしの祝詞をあげます。あ
るいは祭りの前に、神楽を舞い、鈴をならします。呼ばれ
た神は尋常でない形や状態のものに依(よ)りつきます。こ
の依りつく先が特定の大木や大石、鏡や御幣などであり、
また、神楽の舞手等の、依代(よりしろ)と呼ばれるもので
あります。
梯子は天と地をつなぐ架け橋という考え方があります。
昭和 47 年に熊野神社境内の榧(かや)の木が市の天然記念

物に指定されるまでは、平組はしご虎舞は、境内の榧の木
に梯子を架けて舞っていました。現在は境内の広場の地面
を掘って根固めをして建てています。これと同じように、
千葉県、中台の梯子獅子も神社の境内の木にはしごを架け
て演じている写真
を見つけました。
祭礼の際、はし

ごを架けて、虎舞
(獅子舞)が天まで
神を御迎えに行き、
その虎舞に神がの
りうつり、それを
才舞子(猿田彦)が
道案内をして降り
てくる姿を表した
ものと考えました。
(紀)

獅子舞・権現様・虎舞について12

千葉県横芝光町の中台梯子獅子舞

＊
力
強
い
渾
身
の
綱
引
き

★
令
和
５
年
度
末
崎
地
区
公
民
館

事
業
計
画

１
運
営
方
針

末
崎
地
区
公
民
館
は
、
時
代
の
要
請
を

受
け
、
社
会
福
祉
の
増
進
と
生
涯
学
習

の
推
進
を
図
り
、
中
央
公
民
館
、
地
域

公
民
館
、
各
種
機
関
、
団
体
等
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
町
民
の
自
主
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
親
睦
・
融
和

を
図
り
健
康
で
明
る
く
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

２

重
点
目
標

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
、

(1)
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

ア

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、

住
民
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
。

イ

地
区
公
民
館
か
ら
新
た
な
組
織
に
よ

る
地
区
セ
ン
タ
ー
化
等
へ
の
移
行
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

住
民
の
生
活
課
題
の
把
握
に
努
め
、

(2)

解
決
を
図
る
活
動
を
行
う
。

各
種
講
座
、
研
修
会
等
を
計
画
し
、

(3)

生
涯
学
習
の
活
動
の
推
進
と
心
豊
か

な
生
活
の
充
実
に
努
め
る
。

各
種
学
習
サ
ー
ク
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

(4)

団
体
等
の
自
主
的
学
習
活
動
を
支

援
し
、
芸
術
文
化
活
動
、
サ
ー
ク

ル
活
動
の
育
成
に
努
め
る
。

交
通
安
全
、
防
災
、
防
犯
等
の
関

(5)

係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
、
地
域

防
災
安
全
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
り
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
る
。

ア

幼
児
・
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の

安
全
確
保

イ

交
通
安
全
運
動
、
地
域
安
全
運
転

な
ど
の
推
進

公
民
館
報
を
発
行
し
、
広
報
活
動

(6)

に
努
め
る
。

地
区
公
民
館
（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

(7)

ー
）
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議
し
、
利
用
者
の
利

便
性
を
図
る
。

事
業
計
画

3４
月

第
１
回
地
区
公
民
館
運
営
委
員
会

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

(

通
年
毎
週
火
曜
日
実
施
）

末
崎
体
協
卓
球(

通
年
毎

週
金
曜
日
実
施
）

公
民
館
報
発
行(

月
１
回
）

６
月

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

市
内
一
斉
清
掃

７
月

第
１
回
町
民
文
化
祭
実
行

委
員
会

親
子
茶
道
教
室
（

月
～
）

7

毎
週
土
曜
日
実
施

８
月

第
１
回
地
域
公
民
館
長
会
議

（
敬
老
会
予
算
に
つ
い
て
）

９
月

第
２
回
地
域
公
民
館
長
会
議

（
敬
老
会
実
施
細
目
に
つ
い
て
）

末
崎
町
敬
老
会
（

日
）

10

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第３４１号

令和５年５月２２日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


